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2 一 道 委 と よき 性 質 


@ よき 人 格 の 条 : 


1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た : 号 
そし て あな た は この 上 な い 人 格 を 備え て いる 。e (クル アー ン 68 : 4) 


2 一 アブ ー・ ア ッ テ ダ ル ダ ー ッ ゥ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 
言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 よ き 人 格 よ り 
も (審判 の 日 ) の (善行 の ) 租 に 重い も の は な い 。」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 
と アッ ニティ ルミ ズ イ ー の 伝承 


3 一 アム ル ・ ブ ン ・ シ ュ ア イブ が その 父親 か ら 、 そ し て その 父親 が 祖父 か ら 、 
そし て その 祖父 が アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) か 
ら 伝 える と ころ に よれ ば 、 彼 は 言い まし た : 「 “最も 私 の 鶴 愛 を 享受 し 、 か 
つ 審 判 の 日 に 私 か ら 最 も 近い 場所 に 座 を 占め る 者 を 教え て や ろう か ?”" する 
と 人 々 は 黙 り 込み まし た 。 そ れ で (アッ ラー の 使徒 が ) それ を 2 回 、 あ る い は 
3 回 繰り 返す と 、 人 々 は 言い まし た : “是非 と も 、 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 。” する 
と 彼 は 言い まし た : “ (それ は ) 最も 人 格 の 優れ た 者 で ある 。” 」 (アル = テ 
ブ ハ ー リ ー と アフマド の 伝承 ? 











人 @ 最も プー マー ン 
* の 完全 な 者 は 、 最 も 人 格 の 優れ た 者 で す 。 信仰 者 は 優れ た 人 格 に よっ て 
、 女 テー (礼拝 ) レダ クス ( 斎 式 、 い わ ゆ る 断食 ) に 勤め る 者 の 位階 に ま 
で 達する の で す 。 そ し て 最も 優れ た 人 間 は 最も 人 格 の 優れ た 者 で あり 、 最 
も 優れ た 信仰 者 と は 最も 人 格 の 優れ た 者 な の で す 。 ゆえ に 優れ た 人 格 を 身 
に 付け る こと は 、 金 銀 を 収集 する こと より も 病 か に 優れ た こと な の で す 。 





アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満 避 あ れ ) に よれ ば 、 ア デッラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 人 々 は ちょ うど 
金銀 の 鉱 有 浅 の よう な 、 鉱 脈 で ある 
4。 そし て ジィ ー と グー (イス ラー ム 以 前 の 無明 時 代 ) に お いて 最良 で あっ 
た 者 は 、 も し 宗教 理解 を 得る な ら ば 、 イ スラ ー ム に お いて も 最良 で ある の だ 
。 そ し て 魂 は (それ ぞ れ ) 多様 に 異な っ た 形 で 集まり 合っ て いる 。 そ れ ゆ え 
互い に 似通っ た 者 た ち は 近 付き 合い 、 互 い に 異な っ た 者 た ち は 遠 ざか り 合 う 
の だ 。」 (アル テ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 





@ 最も 人 格 と 性 質 の 優れ た 者 : 


! サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (54) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1907) 。 文 章 は アル テニ ブ ハ ー リ ー の も の 。 

2 

真正 な 伝承 。 ア ル テ ブ ハー リー の アル テア ダブ ・ ア ル ニ テム フラ ド (275) 、 サ ヒー フ ・ ア ルテニア ダブ ・ ア ル テ ム フラ 
ド (206) 、 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (6735) 。 ア ッ テ ニス イル スイ ラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハム (751) 参照 。 

3 訳者 注 : 「8. イー マー ン と イー マー ン の 諸 特 質 」 の 項 参 照 。 

+ 訳者 注 : つま り そ の 根源 や 源泉 で ある 部 分 に お いて 、 各 々 大 きく 異な っ て いる と いう こと 。 

5 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (6491) 、 サ ヒー フ ・ み ムスリム (131) 。 文章 は ムスリム の も の 。 














よき 人 格 と 性 質 を 身 に 付け る 、 最 も 容易 く か つ 最 善 の 方 法 は 預言 者 ム ハ ン 
マ ド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 手法 を 模範 と する こと で す 。 
彼 の 人 格 は クル アー ン そ の も の で あり 、 彼 は 人 々 の 内 で 最も 優れ た 内 面 的 及 
び 外 面 的 性 質 を 備え た 者 で し た 。 彼 は 持た ざる 者 に は 与え 、 彼 を 虐げ る 者 を 
許し 、 親 戚 関係 を 絶つ 者 に 対し て は 良い 縁 を 取り 持ち 、 悪 に 対し て は 善行 で 
も っ て 返し まし た 。 こ の よう な 事柄 が 人 格 の 基礎 な の で あり 、 私 た ち が あ ら 
ゆる 状況 に お いて 彼 の 手法 を 踏 租 すべ き ゆ えん な の で す 。 た だ アッ ラー が 預 
言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 特別 に 定め られ た こと は 別 で 
あり 、 よ く 知 られ て いる よう に 預言 者 性 や 啓示 、5 人 以上 の 女性 と の 書 如 、 彼 
が 結婚 し た 女性 は 彼 以後 に は 他 の 男性 と 結婚 で き な い こと 、 サ ダ カ (施し 物 
) に 手 を 付け な いこ と 、 遺 産 を 残さ き な い こと 、 な ど に お いて は 彼 以 外 の 者 が 
それ を 真似 する こと は 出来 ませ ん 。 










































































人 @ ここ で は 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が そこ 
へ と いざ な い 、 そ れ ら を 身 に 付け る よう に 人 々 を 促し た と ころ の 重要 な 人 
格 や 性 質 、 ま た 彼 が 備え て いた 道徳 律 に つい て 取り 上 げ ま し た 。 そ れ は そ 
れ ら が 全て の ムスリム の 良い 模範 と な り 、 ま た 私 た ち が そ れ を 身 に 付け 、 
そし て それ を 積極 的 に 取り 入れ て いく よう に する こと を 目的 と する か ら な 
人 659 























の アタ ター は こう の 作 全 れれ まし た 所 
アッ ラー (と の 調 見 ) と 来世 を 望み 、 ア ッ ラ ー を よく 念 唱 す る 者 に と っ て 、 
アッ ラー の 使徒 は 実に 良い 模範 で や る 。 (クル アー ン 33 : 21) 


2 一 到 高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 争 
許し の 心 を 持ち 、 善 を 命じ 、 無 知 な 者 た ちか ら 遠 ざか れ 。 西 (クル アー ン 7 
:・ 199) 


人 @ 項 言 者 ( 役 に ア ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 美 委 と よき 人 格 : 





1 崇 潮 商 め デッラ ー は こう 爺 信 れれ まし た 6 の 
そし て あな た は この 上 な い 人 格 を 備え て いる 。eB (クル アー ン 68 : 4) 


い 





2 一 アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ア メル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い ま 
し た : 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 下品 な こと を 口 に 
する こと も な けれ ば 、 卑 俗 な 性 質 で も あり ませ ん で し た 。 そ し て こ 2 う 言 っ て 
いた も の で す : “あな た 方 の 内 で 最良 の 者 は 、 も っ と も 人 格 の 優れ た 者 で あ 
の as - ル (デル ーー アバ パー リー と うろ ス リム の 信吉 9 























3 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は 10 年 間 預 言 
者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 仕え を まし た が 、 彼 は 私 に 対し て 
人 交 放つ やあ る な けれ ば 、 どう し で そん な こと あし た ? と が か ウジ ラ し 
て こう し な か っ た ?” と か 責め る こと は あり ませ ん で し た 。」 (アル = テ ブ ハ 
ー リ ー と ムスリム の 伝承 ?) 








$ サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3559) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2321) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6038) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2309) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 


@ 基 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 心 の 広 さ : 


1 一 ジャ ー ビ ル ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 は 、 
何 か を 請 わ れ て それ を 断る こと は あり ませ ん で し た 。」 (アル テ ブ ハー リー 
と ムスリム の 伝承 








クー イ アジ シッ チタ パー グズ ( 供 ら に アッ ジー の ご 商人 志 あ ん れ ) は 言い まし した: り 
アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 最良 の お 方 で し た 
が 、 ラ マダ ー ン 月 に ジブ リー ル (ガブ リエ ル ) と 出会わ れる 時 に は 一 層 良 き 
お 方 と な り ま し た 。 彼 は ラマ ダー ン 月 に は 毎晩 彼 と 会 い 、 ク ルアー ン を 学ん 
だ の で す 。 ア ッ ラ ー の 使徒 は その 善 に お いて 、 恵 み 深 い 風 よ り も 良き お 方 で 
2 は 光 2 ル ー ク ンク シー リー と ん スリ の の 信 放 9 



































3 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 、 イ スラ ー ム ゆえ に 何 か を 請 わ れ 
て 、 そ れ を 与え な いこ と は あり ませ ん で し た 。 あ る 男 が 彼 の も と を 訪れ た 時 
、 彼 は 男 に 山 2 つ の 間 の 羊 の 群れ 全て を 贈与 し まし た 。 男 は 自分 の 民 の も と に 
放 守 に この 冒 人 まじ た 民 よ まこ イスズ ラーム る 受け だ れん の の だ る の の 
ド は (この 先 私 た ち が ) 貧困 の 恐れ (に 遭遇 する こと ) も な い 位 の 贈り 物 を 
し で ペペ 抽 害 の だ か ら 。 て 【 (な えり スム の 伝 未 の 











@ 基 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 開 恥 心 : 


1 一 アブ ー・ サ イー ド ・ ア ル テ フ ドッ ゥ リサ リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 
言い まし た : 「 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 寝室 の 乙女 
より も 基 恥 心 の 強い お 方 で し た 。 そ し て 彼 が 何 か を 嫌っ て いる 時 に は 、 私 た 
ち は そ の 表情 か ら そ の こと を 窪 す る こと が 出来 た も の で す 。」 (アル テ ブ ハ 
ー リ ー と ムスリム の 伝承 り 























@ 項 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 慎み 深 さ : 


1 一 ウマ ル ・ ブ ン ・ ア ル テ ハ ッ タ ー ブ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い 
まし た : 「 私 は 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の 
を 聞き まし た : “キリ スト 教徒 が マル ヤム の 子 (イー サー の こと ) の 讃 美 に 
お いて 度 を 越し た よう に 、 私 の こと を 度 を 越し て 称え て は な ら な い 。 私 は か 
4 (アッ プラー) の し も べ の 1 人 に 過ぎ な い の だ 。 それ ゆえ (私 の こと を ) こう 
二 愉 よ U02 ゲ ス ラ ー の し も ささ 、 ウタ ター の 便 傘 、 を を 負 ( ゲ ル ラー ン バ デ 
リー の 伝承 


【 


2 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 滴 悦 あれ ) に よれ ば 、 少 々 知性 の 衰え た 女性 
が こう 言い まし た : 「“ ア デッラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 
れ ) よ 、 あ な た に 頼み ご と が あり ます 。” (アッ ラー の 使徒 は ) 言い まし た 

" 何 某 の 母 よ 。 ち ょ っ と そちら に 行き まし ょ う 。 あ な た の 頼み 事 を 叶え て 























8 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6034) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2311) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2308) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

10 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2312) 。 

1 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6102) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2320) 。 

2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3445) 。 


や り ま すか ら 。” それ か ら 彼 は 彼女 と 道 を 少し 進ん で 2 人 きり に な る と 、 彼 女 
の 頼み 事 に 応え まし た 。」 (ムスリム の 伝承 ) 


3 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 も し ( 羊 の ) 腕 か 、 あ 
る い は 足 (の 部 分 の み の 質 素 な 食事 ) に 招待 され た と し て も 、 私 は 応じ よう 
。 ま た も し ( 羊 の ) 腕 か 、 あ る い は 足 (の 部 分 の み ) を 贈ら れ た と し て も 、 
私 は それ を 快く 受け 入れ た で あろ う 。」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 











@⑯ 項 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 勇敢 さ : 


1 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 最善 か つ 最 良 の お 方 で し た が 、 ま 
た 最も 勇敢 な お 方 で も あり まし た 。 あ る 晩 マ ディ ー ナ の 民 が (何ら か の 大 き 
な 音 を 聞い て ) 机 怖 に 陥っ た こと が あり まし た が 、 そ の 時 人 々 は その 音 の 方 
へ (偵察 に ) 向かい まし た 。 す る と 彼ら は 、 そ の 方 向 か ら や っ て 来る アッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) と 出会い まし た 。 彼 は 人 々 
より いち 早く 音 の 方 へ 向かっ た の で あり 、 ア ブー・ タ ル ハ の 裸 馬 に 乗っ て 剣 
を 首 か らぶ ぶら下げ て いま し た 。 そ し て こう 言っ て いま し た : “ 葉 れ る の で は 
な い 。 堅 れ る の で は な い ” そし て 私 た ち は そ の 馬 が 駿 馬 で ある こと を 知り ま 
し た 。 あ る い は 確か に 駿 馬 で ある と 知っ た の で す 。 そ し て その 馬 は 、 (その 
時 私 た ち が 見 た 時 ) 以前 は 足 の 遅い 馬 で し た 。」 (アル テ ブ ハー リー と ム ス 
リム の 伝承 ) 





















































2 一 アリ ー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は バド ル (の 
戦役 ) の 日 、 (戦い に ) 参加 し まし た が 、 私 た ち は ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) を 頼み の 綱 と し て (戦っ て ) いま し た 。 彼 は 
敵 に 一 番 近 い 所 に 留まり 、 そ の 日 最も 力強い 者 で し た 。」 (アフ マ ド の 伝承 
NO 








@ 基 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 長 れ み 深 さ : 


1 一 了 アブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 (ある 時 ) 
1 人 の ベベ ドウ ィ ン の 男 が モス ク の 中 で 小便 を し まし た 。 人 々 は 彼 に 襲い 掛か ら 
ん と し て 一 斉 に 立ち 上 が り ま し た が 、 そ こ で アッ ラー の 使徒 (後に アッ テー 
か ら の 祝福 と 平 放 あれ ) は 言い まし た : 「 彼 を 放っ て お け 。 そ し て 小便 (で 
汚れ た 場所 ) に バケ ツ 1 杯 分 の 水 を か ける の だ 。 あ な た 方 は 物事 を 簡易 に する 
よう に 遣わ され た の で あり 、 困 難 に する た め に 遣わ され た わけ で は な い の だ 
か ら 。」 (アル テ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 ?) 











2 ニー ナス アシ ジィ マデ リク ( 修 に アッ ラー の ご 商 例 あれ ) 計 言 め 下 し た 
「 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ (物事 を 








3 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2326) 。 

4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2568) 。 

5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2908) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2307) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

@ 真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ャ ド (654) 。 ア フ マ ド ・ シ ャ ー キ ル は 、 真 正 な 伝承 経路 で ある と 言っ て いま す 。 
7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6128) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (284) 。 文章 は アル ニテ ブ ハ ー リ ー の も の 。 





) 容易 くし 、 困 難 に する の で は な い 。 そ し て (人 々 を ) 安 ら が せ 、 遠 ざか ら 
せる の で は な い 。” 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9 








3 一 アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ー イ シャ よ 、 ア ッ 
ラー は お 優しい お 方 で あり 、 ゆ え に 優し さ を 愛 で られ る 。 そ し て 優し さ に 対 
し て 、 荒 々 し さや その 他 の 何 も の に 対し て も 与え られ な いも の を 与え られ る 
の だ 。 | (アル テープ ハー リー と みえ スリム の 令 承 の 





@ 基 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 許し の 心 : 


1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 町 
ゆえ に 彼ら を 許し 、 大 目 に 見 て や る の だ 。 実に アッ ラー は 善行 の 民 を 愛 で ら 
れる 。 還 (クルアーン 5 : 13) 





2 クー ジェ ャ イ ツヤ 信友 に アデ アッラー の と ご 滴 人 選 あ め あれ) は 言い また)。 リ デ ッ ラー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 2 つの 選択 肢 が ある 時 、 そ れ 
が 罪 と な ら な い 限 り 、 常 に 容易 な 方 を 選ん だ も の で す 。 そ し て 罪 と な る こと 
か ら は 、 最 も 縁遠い お 方 で し た 。 ま た アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 
祝福 と 平安 あれ ) は 自ら に 関す る こと に お いて 報復 する こと は あり ませ ん で 
し た が 、 ア ッ ラ ー の 神聖 さ が 侵さ れ た 時 だ け は アッ ラー ゆえ に 報復 の 処置 を 
CS だ も の で し た 。 | (アル ー ン パー リー と ムスリム の 信 示 9 
































@ 項 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 慈悲 の 心 : 





1 一 アプ ブー・ ク ター ダ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 
者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は その 肩 に ウマ ー マ ・ ビ ント ・ ア 
ビー・ ア デル テ アー ス を 抱い て 現れ る と 、 礼 振 し まし た 。 そ し て 彼 が ルケ クー クゥ 
(お 辞 儀 の よう な 形 の 礼 ) する 時 は 彼女 を 足元 に 置き 、 そ こ か ら 起 立 す る 時 
に は 彼女 を 抱え を 上 げ ま し た 。」 (アル テー デハ ニー リー と ムスリム の 信 承 の 

















2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア ッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は アル ニア クラ ァ ・ ブ ン ・ 
ハー ビス ・ ア ッ ニ タミー ミー の 座っ て いる 前 で 、 ( 彼 の 孫 ) アル ニハ サン ・ 
デジ シャ アリ ーC キ ス る し まい し た 。 ずる と アル アク ジラ ァ は 汗 い まし た ( 電 
に は 10 人 の 子供 が いる が 、 そ の 誰 に も キス し た こと な ど な い 。” する と アッ 
ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 彼 に 目 を や り 、 こ う 言 
いま し た : “慈悲 の な い 者 は 、 慈 悲 を か けら れる こと も な い 。” 」 (アル = テ 
ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 の 














9 サビ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6125) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1734) 。 

9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6927) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2593) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

20 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3560) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2327) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
人 4 サ ヒ ー フ ・ ア デル テ ブ ハ ー リ ー (5996) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (543) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5997) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2318) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 


9 ニー ダク アーッ ツラ イラ (後に デッラ テー の る S 清 悦 あ れ ) 選 あ よれ ば 、 デ ッッ ラ ー の 
使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 人 々 を 礼拝 で 
先導 する 時 に は 、 長 引か な いよ うに する の だ 。 と いう の も 礼拝 者 の 中 に は 強 
者 や 病人 、 年 配 者 な ど が いる か ら で あ る 。 し か し 1 人 で 礼拝 する 時 に は 、 好 き 
な だ け 長 引か せる が よい 。」 (アル テニ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ⑳ 








4 一 そし て 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は その 小間 使い に 
対し 、 次 の よう な 言葉 で その 慈悲 心 を 示 し て いま す : 「 彼 ら は アッ ラー が あ 
な た 方 の 手 に 委ね られ た と ころ の 、 あ な た 方 の 兄弟 で ある 。 そ れ ゆ え あ な た 
方 が 食べ る も の を 彼ら に も 与え 、 あ な た 方 が 着る も の を 彼ら に も 着せ る の だ 
。 そ し て 彼ら に 、 彼 ら が 耐え 切れ な いよ うな 負荷 を 課 し て は な ら な い 。 も し 
の する の: で あれ ば 、 手 を 貸し て や る の だ 。 | ( デ 光 詞 デベ デー リー と ふえ みり 
ム の 伝承 














5 一 また 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 、 そ の 敵 に さえ も 
慈悲 心 を 示し まし た 。 ア ナス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言っ て いま す 

「 ユ ダ ヤ 教 徒 の 小間 使い の 少年 が 1 人 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 
平安 あれ ) に 仕え て いま し た が 、 (ある 時 ) 彼 は 病 に 置 さ れ ま し た 。 預言 者 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 彼 を 見 舞い 、 彼 の 頭 の 近く に 腰 を 
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に 居合 わせ て いた 父親 の 方 を 伺い まし た 。 (父親 は ) 彼 に 言い まし た : “ 
夫 アル テカ ー ス ィ ム (の 言う こと ) に 従え 。” そし て (少年 は ) イス 
ラー ム を 受け 入れ ま し た 。 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
そこ を 後 ( こす る と 、 こ う 言 いま し た : 「 彼 を 地獄 か ら 救 われ た アッ ラー に こ 
で 、 光 で の 質 天 い あり 。 目 ( ア デア ル ョ ヨブ から リー の 信 未 9) 




















@ 基 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 笑い : 





1 一 アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は 
預言 者 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が 口 を 大 きく 開け て 、 笑 い 有 崩 
れる の を 見 た こと が あり ませ ん 。 彼 は 微笑 むだ け で し た 。」 (アル テ ブ ハー 
リー と ムスリム の 伝承 


2 一 ジャ リー ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 が イス ラ 
API 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 
あれ ) は 私 を 遠ざけ た りす る こと が あり ませ ん で し た 。 ま た 私 を 見 る 時 は 、 
いつ も その 顔 に 微笑 を 浮か べべ て いた も の で す 。」 (アル テ ブ ハー リー と ム ス 
リム の 伝承 ) 











@ 項 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平 安 あれ ) の 鳴 咽 : 


1 一 アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ マ スウ ー ド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い 
まし た : 「 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 私 に こう 言い ま 








2 サ ヒ モーフ ・ ア ル テ ブ ハー リー 703) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (467) 。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
324 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (30) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1661) 。 文章 は ふ ムスリム の も の 。 

3 サ ヒ ー フ ・ ア デル テ ブ ハ ー リ ー (1356) 。 

2% サ ヒ ー フ ・ ア デル テ ブ ハ ー リ ー (6092) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (899) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
2 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6089) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2475) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 


2 光 220 ゲ デー ルン を 生 の で GS 本 言い し た 2 シゲ デ ウ ク ター の 便 
徒 よ 、 あ な た に 啓示 され た も の を あな た の 前 で 読む と いう の で すか ?” ( 
言 者 は ) 言い まし た : “ああ 。 読 む の だ 。” それ で 私 は 女人 章 を 読み まし た 
が 、 国 

それ で (審判 の 日 ) われ ら (アッ ラー の こと ) が 全て の 民 に (アッ ラー の 御 
言葉 を 彼ら に 伝え た ) 証人 を 連れ て 来 た ら 、 そ し て あな た を 彼ら (不信 仰 者 
た ち ) へ の 証人 と し て 連れ て 来 た ら 、 (彼ら は 一 体 ) どう する つも り だ と い 
う の か ? 相 (クル アー ン 4 : 41) と いう 句 に 差し 掛か っ た 時 、 (預言 者 は ) 
“そこ まで で よい 。" と 言い まし た 。 顔 を 上 げ て 見 て みれ ば 、 彼 の 両目 か ら 
は 涙 が 溢れ 出 て いま し た 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 る ) 























2 一 アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ シ ュ ハ イル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い 

まし た : 「 私 は アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 礼 
拝 し て いる 折 、 彼 が その 胸 の 辺り か ら 、 ひ き う す を 回 し た と き に 出る よう な 
(低く こ ご も っ た ) 鳴 咽 を 漏らし て いる の を 見 まし た 。」 (アブ ー・ ダ ー ウ 
ー ド と アン ョ チ ナ サ ー イ ー の 信 誠 の 











@ アデ ッ ラー に 関す る こと に お ける 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 
あれ ) の 怒り : 





1 一 アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が 私 の 部 屋 に 入っ て 来 た 時 、 そ こ に は 
肖像 画 が 描か れ た 薄手 の カー テン が あり まし た 。 (それ を 見 る と ) 彼 の 表情 
は 一 変 し 、 カ ー テ ン を 掴 な ぢ と 、 そ れ を 引き ちぎ り ま し た 。 そ し て 預言 者 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “これ ら の 物 を 創作 する 
者 た ち は 、 審 判 の 日 最も 上 厳し い 罰 を 受け る 者 た ちの 仲間 と な る で あろ う 。” 
1 天 当 ダグ カー サー ひな スリム の 令 承 9 














2 ニー デジ ワー マス ウー ド (後に アッ ラー の ご 満 選 あ れ ) は 言い まし た : ! あ る 
男 が 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) の も と に や っ て 来 て 、 こ 
う 言 いま し た : “ 何 某 が 礼拝 (を 率い る 際 に それ ) を と て も 長 引 か せる の で 
、 私 は 早朝 の (集団 ) 礼拝 に 参加 する の が 億 苑 で す 。” 」 そ し て 私 は その 日 
ほど 、 預 言 者 が 訓 戒 に お いて 汐 し い 径 り を 表し た の を 見 た 事 が あり ませ ん で 
し た 。 彼 は 言い まし た : “人 々 (礼拝 を 率い る 者 た ち ) よ 、 あ な た 方 は ( 礼 
拝 者 た ち ) に 嫌 な 思い を させ て いる 。 人々 を 礼拝 で 率い る の な ら 、 軽 く 済 ま 
せる の だ 。 彼ら の 中 に は 病人 や 弱者 や 用 事 の ある 者 た ち も い る の だ か ら 。『 
」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 や 











人 @ 項 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 彼 の ウン マ (共同 体 ) 
に 対す る 長 れ み の 心 : 


2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5050) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (800) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (904) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (799) 、 ス ナン ・ ア 
ン テ ナ サー イー (1214) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー Q1156) 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 

30 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6109) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2107) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

1 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6110) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (466) 。 文章 は アル テニ ブ ハー リー の も の 。 


1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 克 

あな た 方 の も と に 、 あ な た 方 自身 の 内 か ら 1 人 の 使徒 (ムハンマド ) が 到来 
し た の で ある 。 ( 彼 は ) あな た 方 の (現世 と 来世 に お ける ) 苦し み を 身 に 似 
みて 辛く 思い 、 あ な た 方 (が 懲 凡 を 受け ず 信仰 に は いる こと ) に 懸命 で 、 信 
仰 者 た ち に 衣 れ み 深 く 、 慈 悲 深 い の で ある 。 四 (クル アー ン 9 : 128) 





2 王 ジ ャ ー ド ビル ( 彼 に アッ テー の と ご 満 層 あ れ ) は 言い まし た : ! ア ッ ラ テー の 
使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “私 と あな た 方 
(の 関係 ) を 例え て 言う な ら ば 、 あ る 者 が 火 を 禁 い た 所 に バッ タ や や 峨 が 飛び 
込ん で 来 た の を 追い 払う よう な も の で ある 。 そ し て 私 こそ は あな た 方 の ズ ボ 
ン を 掴ん で 、 あ な た 方 を 地獄 (の 原因 と な る 諸 要 因 ) か ら 遠 ざけ る 者 な の で 
ある 。 それに も 拘ら ず 、 あ な た 方 は 私 の 手 を 離れ て 果敢 に そこ へ と 飛び 込ん 
で 行こ うと すず する の だ 」 (ベス リム の 令 承 9 














人 @ 項 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 人 々 に 対す る 愉快 さ : 


7 の 3 パッ アジ ンジ ャ マー リク 、 (人 (CZ アタ ラー の ご 清児 あれ ) 信 計 いま し だ 5 1 
預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 私 た ち を 訪れ 、 私 の 幼い 上 弟 
に どり 冗談 を 言い まし た : “デブ ーー バウ マイ ル よ 、 デ ンー ヌカ か イル 
9 まお つう し た だ の だ アー アル テー アパ バー リー と ぬ ネ リム の 信 渋 びり 





@ 項 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 禁欲 さ : 





0 いま し だ: 1 アデ ッ 
ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “アッ ラ 
ー よ 、 ム ハン マ ド の 家族 に (最低 限 の 生活 本 介 R の 
い 。” 」 (アル テ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 る ) 











2 一 アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ム ハン マ 
ド の 家族 は マデ ィ ー ナ 移住 後 か ら 彼 の 死 ま で 、3 晩 連続 で パン を 満足 に 食べ た 
こと は あり ませ ん で し た 。」 (アル ニブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9) 











3 一 ウル ワ が アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) か ら 伝 える と ころ 
に よれ ば 、 彼 女 は こう 言っ た も の で し た : 「 “アッ ラー に か け て 、 私 の 揚 よ 
。 私 た ち は 三 日 月 を 見 、 そ の 後 ま た 三日月 を 見 、 更 に また 三日月 を 見 まし た 
- つま り 2 ヶ 月 間 で 3 度 三日月 を 見 た の で す - が 、 (その 間 ) アッ ラー の 使徒 
(後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 家 で は か ま ど に 1 度 た り と も 火 が と 
も ら な いと いう 時 が あり まし た 。” 私 (つま り ウ ル ワ ) は 言い まし た : “ 収 
母さん 、 一 体 何 を 生き る た め の 糧 と し て いた ん で すか ?” (アー イシ ャ は ) 

言い まし た : “2 つの 黒い も の - つま り ナ ツメ ヤシ の 実 と 、 水 で す 。 そ し て ア 
ッ ラ テー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に は アン ダー ルン ル 












































32 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2285) 。 

1 

訳者 注 : 「 ア ン ニ テニ ヌ ガ イ ル 」 は アブ ー・ ウ マイ ル の 飼っ て いた 小鳥 の こと で 、 こ の と き 既 に 死ん で し まっ て いま し 
た 。 預言 者 ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) は それ を ご 存 知 に な っ て いま し た が 、 そ の 幼子 の 気持 ち を 冗談 で 和 
ら げ よう と し た の で し た 。 「 ア ブー・ ウ マイ ル 」 と 「 ア ン テ ヌ ガイ ル 」 に は 押韻 が あり ます 。 

3 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6129) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2150) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

35 ササ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6460) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1055) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

3 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5416) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2970) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 





% の 隣人 た ち が お り 、 彼 ら に は 家畜 が あり まし た 。 そ れ で 彼ら が アッ ラー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に その 乳 を 贈り 、 私 た ち は そ れ を 
飲ん で いた の で す 。” 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9) 








4 一 アム ル ・ ブ ン ・ ア ル テ ハ ー リ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い ま 
し た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は ( 彼 が 他 
界 し た 時 ) 、1 デ ィ ー ナ ー ル 、 あ る い は 1 ディ ル ハ ム 、 ま た 1 人 の 男女 の 奴隷 
も 残し ませ ん で し た 。 た だ 、 彼 が 生前 乗っ て いた 1 頭 の 白い ラバ と 1 本 の 剣 、 
そし て 旅人 へ の サダ カ (施し ) と し た 土地 の み を 残し た だ け だ っ た の で す 。 
」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 %) 

















@ 項 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平 安 あれ ) の 公正 さ : 


アー イシ ャ (彼女 に ブッ ラー の ご 満 違 あ れ ) に よれ ば 、 (ある 時 ) マフ ズ 
ー ミ ー 部 族 の ある 女性 が 應 み を 犯 し た 事 が 、 ク ライ シュ 族 を eZ 
こ ・・- 中 略 - : それ で ウサ ー マ ・ ブ ン ・ ザ イド が アッ ラー の 使徒 ( 彼 に 
生生 お OK の の PD PE つの 
て ) 語 す と 、 彼 は 言い まし た : ! ア ッ ラ テラー の 刑 拓 に 寺 いて と りな そう ょ いう 
の か ?」 そ し て 立ち 上 が り 、 読 教 し て か ら こ う 言 いま し た : 「 あ な た 方 以前 
の 者 た ち は 、 高 貴 0 弱者 が 盗み を 犯 せ ば 刑 を 執行 
が の に 、、 が どら WW の と の な し で いた だ ただ の だ に 犬 に し だ CO だ C. アデ アッ ラー に 者 の 
も し ムハンマド の 娘 フ ァ ー テ ィ マ が 盗み を 犯す よう な こと が あれ ば 、 私 は 彼 
女 の 手 を 切る ぞ 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9 














@ 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 寛大 さ : 


1 一 アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 “アッ ラ 
ー の 使徒 よ 、 あ な た に と っ て ウフ ド の 戦役 より も 過酷 な 時 は あり まし た か ? 
” アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ 
私 は あな た の 民 (クラ イシ ュ 族 ) より (過酷 な 迫害 を ) 被っ た 。 そ し て その 
中 で も 最も 過酷 な も の が アタ ズ の 日 の それ だ っ た 。 私 は イブ ン ・ ア ブ ド ・ ヤ 
ー ニ リー ルデン シャ アブ ド ャ クラール に イス ラー ム を 提示 し た が 、 彼 は 息 の 望 
の に 不 じ (AN の つた 。 て れ で ね は 着目 KC まり 、 2 イィ ク ンー クー ノイ 

に 到着 する まで 放心 状態 に あっ た 。 そ し て そこ で 顔 を 上 げた 時 、 私 は 雲 の 陰 

半生 その 雲 の 中 に は ジブ リー ル (ガブ リエ ル ) が いた 


O 



































(ジブ リー ル は 私 を 呼ん で ) 言っ た : 「 偉 大 か つ 古 厳 な る アッ ラー は あな 
た の 民 の 言葉 と 、 あ な た に 対す る 彼ら の 返答 を お 聞き に な られ た 。 そ れ で か 
れ は あな た が ( 今 ) 彼ら に 対し て 望 や こと を 命じ させ る べく 、 山 の 天使 を あ 
な た に 遣わ され た の だ 。」 す る と 山 の 天 使 は 私 を 呼び 、 私 に 挨拶 する と 、 こ 











37 

訳者 注 : 「 ア ン サ ー ル 」 と は 、 マ ッ カ か ら マ ディ ー ナ へ と 宗教 迫害 を 逃れ て 移住 し た 信仰 者 た ち で ある 「 ム ハー ジ 
ル 」 を マデ ィ ー ナ で 迎え 入れ 、 財 や や 住居 な どの 物質 的 側面 と 精神 的 側面 か ら 援助 し た 信仰 者 た ちの こと 。 

38 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2567) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2972) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

39 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4461) 。 

4 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3475) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1688) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 





訳者 注 : 「 カ ルン ・ ア ッ テ サ アー リブ 」 と は 、 一 説 に は マッ カ か ら 1 昼 夜 の 距離 に あり 、 現 在 「 カ ルン ・ ア ル テ = テ マナ 
ー ズ ィ ル 」 と 呼ば れ て いる 場所 の こと で ある と も 言わ れ て いま す 。 


う 言 っ た : 「 ム ハン マ ド よ 。 ア ッ ラ ー は あな た に 対す る あな た の 民 の 言葉 を 
お 開き に な られ た 。 そ し て 私 が 山 の 天使 で や る 。 あ な た の 主 は 、 あ な た の た 
め に 私 を 遺 わ され た の だ 。 一体 あ な た は 私 に 何 を お 望み か ? お 望み な ら アル 
ラーク イン ルレ 2 ニー ン で も っ ら で て で 、 彼ら を 一 直し に し で や る ぞ 。 」 

それ で 私 は 言っ た : 「 い や 。 私 は アッ ラー が 彼ら の 子孫 の 中 か ら 、 か れ の 
み を 祭 拝 し て 何 も の を も か れ に 並べ る こと の な い 者 た らち が 生ま れ 出 る こと を 
望む の だ 。」” 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 る ) 























@ 項 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 忍耐 強 さ : 


1 の ドッ アタ アーッ ャ ジグ シ ジッ マス ツー ドド ( 修 に アデ ッ テー の こ ご 清 情 あ れ ) 人 は 言い 
まし た : 「 私 が アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) の も 
と を 訪れ た 時 、 彼 は 具合 を 悪く され て いま し た 。 そ れ で 私 は 彼 を 両手 で さす 
り 。 で うり 言 パ まし た "ひどく 具合 を 悪く ざれ て いま すま よ 。“ する と アッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “ああ 。 私 
NE ゞ の 辛 さ を 味わう の だ 。” 私 は 言い まし た : “ (ゆえ に ) あな 

こ は 倍 の 報 撰 が ある の で すね 。"” する と アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か 
の 90 MO ま IIULGY こめ め 。 で つの だ で (7 フル ニア 
2 リス りみ の 信 承 9 






































2 デン バー ジャ ジン ・ ア ル ラ アラ テッズ (後に アッ ラー の ざ ご 満 悩め あれ ) は 言い 
まし た : 「 私 た ち が ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) 
に 直訴 し に 赴 い た 時 、 彼 は カアバ 神殿 の 陰 で 上 衣 を 枕 代 わり に し て 寝 て いま 
し た 。 私 た ち は 言 いま し た : “私 た ち を 助け て くれ ませ ん か ? 私 た ちの た め 

に 祈っ て くれ ませ ん か ?” する と (アッ ラー の 使徒 は ) 言い まし た : “あな 
の DD は 、 地 面 に 掘っ た 穴 の 中 に 埋め られ 、 氏 で 
頭 を 真っ 二 つ に 切ら れ 、 更 に 鉄 の 串 で 肉 を 骨 か ら 和 剥ぎ 取ら れ て も 宗教 を 捨て 
な か っ た の だ 。 ア ッ ラ ー に か け て 。 こ の 件 (イス ラー ム へ の 追 害 ) は 旅人 が 
の デ グー ク グ が か から パパ ウッ アマン グ ム / 
や まで 、 ア ッ ラ テー と 羊 を 襲う 狼 以 外 に は 何 も や 恐れ る こと な く 移 動 出来 る よう に 
な る まで に 、 (最終 的 に は ) 一 件 落着 する で あろ う 。 あな た 方 は 事 を 急ぎ 過 
2 の PO の PD コ ウ 





IT 







































































預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の よき 性 質 





⑯ 「 デ アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 最も 顔立ち が 

立派 で 、 か つ 最 も 容姿 の 優れ た お 方 で し た 。 彼 の 上 背 は と て も 高く は あり 
まん で し だ が 、 低く も あり ませ ん で し た 。 1 バア ルーフ ハー リー と よぶ スス 
リム の 伝承 %) 











42 
訳者 注 : アプ ブー・ ク バイ ス 山 と その 対面 に 位置 する カ ア イ キア ー ン 山 の 2 つ の 山 の こ と で ある と か 、 あ る い は アル テ 
0 つ 25 と で ある な ど 、 諸 説 あ り ま す 。 
サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3231) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1795) 。 文章 は ムスリム の も の 。 
4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5667) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2571) 。 文章 は ムスリム の も の 。 
5 訳者 注 : いずれ も イエ メ ン 地方 の 都市 の こ と 。 
⑯ サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6943) 。 
7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3549) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2337) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 














@⑯ 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 何 か を 忠 る 時 に は 、 そ れ が 分 か 
りや すい よう に 3 回 繰り 返し た も の で し た 。 そ し て 人 々 の も と を 訪れ た 時 
に は 、 彼 ら に 3 回 挨拶 し た も の で し た 。」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 ⑨) 











@ 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 何 か 恐 れる べき こと に 遭遇 する 
と 、 こ う 言 いま し た : “アッ ラー、 彼 こそ が 主 。 私 は か れ に 何 も の を も t 並 
人 ペ な いい 。“ 」 (アン テー ナ サ ザー イー の 伝承 








代 「 デ アッラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 身 を 横 た え る 
ベッ ド は 、 木 の 繊維 が 詰め られ た な めし 革 製 の も の で し た 。」 (アル = テ ブ 
2 ペー つ どの スル リム の 伝 示 9 








@ 「 役 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は と て も 慈しみ 深い お 方 で し た 。 
それ で 誰か が 彼 の も と に や っ て 来 て 何 か を ( 請 わ れ 、 そ し て それ を 与え る 
) 約束 を すれ ば 、 そ れ が 役 の 出来 る こと で ある 限り 叶え て や ら ず に は いま 
才 で し た だ 。 」 (アル ラテ ブフ の ハー リー の 信 示 ずり 





@⑱ 「 デ アッラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 言葉 は 、 そ れ 
を 聞い た いか な る 者 も 理解 する こと が 出来 る よう な 、 (明瞭 に ) 区 切ら れ 
た も の で し た 。」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の 伝承 ② 

















@ 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 何 か を せ が ま れれ ば それ を 与え 
ず に は いま せん で し た が 、 そ 2 う 5 出来 な い 時 に は 沈黙 し まし た 。」 (アル テ 
ハー キム の 伝承 ) 








@ 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は ス ァ ジーク グ 
を 手元 に お か ず に は 寝 ま せん で し た 。 そ し て 起床 の 際 に は 、 ス ズ スィ アジ ワーク グ 
で 歯 を 磨い た も の で し た 。」 (アフ マ ド の 伝承 ) 





信 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は (旅路 に お いて ) 後方 に 退き 、 
弱っ て (遅れ を と っ て ) いる ラク ダ の 歩 を 早め させ 、 (後方 に いる 者 た ち 
に ) 同乗 し 、 彼 ら の た め に 祈願 し て や っ た も の で し た 。」 (アブ ー・ ダ ー 
ウー ド の 伝承 9) 


和 S サ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (95) 。 
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真正 な 伝承 。 ア ン ニ ナ サ ー イ ー の 「 ア マル ・ ア ル ニ ヤ ウム ・ ワ ッ ニ ライ ル 」 (657) 。 ア ッ ニ スィ イル スィ ラ ト ・ ア ッ 
テー サ ヒ ー ハ (2070) 参照 。 

% サ ヒ ー フ ・ ア ル ニ テニ ブ ハー リー (6456) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2082) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

51 

良好 な 伝承 。 ア ルー プ ブ ハー リー の アル ニア ダブ ・ ア ルー ム フ ラ ド (281) 、 サ ヒー フ ・ ア ルニア ダブ ・ ア ルー ム フ ラ 
ド (212) 。 ア ッ ニ スイ ルス イラ ト ・ ア ッ ニ サ ヒ ー へ (2094) 参照 。 

学 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4839) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4051) 。 
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真正 な 伝承 。 ム スタ ドッ ラク ・ ア ル テ = テ ハー キム (2591) 。 ア ッ テ ス イル スイ ラ ト ・ ア デア ッ テ サ ヒー ハ 、 (2109) 参照 。 
4 訳者 注 : 歯磨 き 用 に 用 いる 、 あ る 特定 の 種類 の 小枝 の こと 。 

9 良好 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (5979) 。 ア ッ テ ニス イィ ルス イラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハ (2111) 参照 。 

36 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2639) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2298) 。 











真正 





「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 酷 寒 の 時 に は ケラ テー (礼拝 ) を 
(定刻 の ) 最初 の 時 間 帯 に 済ま せ 、 酷 著 の 時 に は (定刻 の 範囲 内 で ) 著 さ 
の ほとぼり が 冷め る まで 遅らせ まし た 。」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 5) 











「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平 安 あれ ) は 何 か 思 っ た 時 に は 、 アルテ ス デ 
2 の Neo 

% を 読ん で (両手 に ) 息 を 吹き 込み 、 そ し て その 手 で も っ て 自ら の 体 を 撫 
で だ も の で し た 、。 | (アデ ルミ プ ハー リー と ふえ るり リ が の 伝承 9 





「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は コン 
% を 付け る 時 に は 奇数 回 付け 、 ア ステ ディ ジュ マー シン シン 
を する 時 に も 奇数 回 行っ た も の で し た 。」 (アフ マ ド の 伝承 %⑳ 





「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 芳しい 香り を 好み まし た 。」 ( 
た の ーッ ダー ツー ド と アデ ンマ ド の 信吉 9 


「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 喜ば し いこ と 、 あ る い は 嬉し い 
こと が ある と 、 至 高 の ア ッ ラ ー へ の 感謝 の た め に ジグ ダ ( 伏 礼 ) し た も の 
し じ だ 。 (ゲッ ー チ デイ ルミ ペイ ー と イジ ン ャ マージ や ャ の 倒 9 


「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 何ら か の 問題 に 直面 し た 時 に は 
2 EDU に 0 に 上 カク モト の つの AN の 
伝承 ") 





「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 説教 する と その 眼 が 赤く な り 、 
人 二天 きく 2 が りり 。 WS まり ぴっ た も の で し た 。 そし て 朝 に あな だ 考 
の も と に 敵 が 来 す る の だ ぞ 。”" と 言う 、 軍 の 警告 者 の よう に な っ た も の 
で す 。」 (ムスリム の 伝承 ⑳) 








「 役 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 家 に 入っ て まず 最初 に する こと 
は て の クーン 0 で も 1 (ベス AU の AO の の 9 


サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (906) 。 

訳者 注 :. クル アー ン の 最後 の 3 章 の こと 。 

サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4439) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2192) 。 文章 は ムスリム の も の 。 
訳者 注 : 眼病 を 予防 し た りす る 目的 で 目 の 周り に 付け る 黒い 粉 の こと 。 硫 化 ア ンチ モン を 指し ます 。 
訳者 注 : 排便 後 、 水 で は な く 小 石 な ど で 汚 れ た 部 位 を 除去 する こと 。 

真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (17562) 。 ア ッ テ ニテ サ ヒー フ ・ ア ル テ = テ ジャー ミッ (4680) 参照 。 


























な 伝 了 和 。、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4074) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3435) 、 ム スナ ド 


・ ア フ マ ド (26364) 。 ア ッ テ ニス イル スイ ラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハム ハ (2136) 参照 。 
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良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ ー テ ティ ルミ ズ ィ イー (1578) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (1282) 、 ス ナ 


ジュ 


o 
65 


イブ ン ・ マ ー ジ ャ (1394) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1143) 。 文章 は イブ プン ・ マ ー ジ ャ の も の 


良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1319) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1171) 、 ム スナ ド 
・ ア フ マ ド (23688) 。 
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サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (867) 。 
訳者 注 : 歯磨 き 用 に 用 いる 、 あ る 特定 の 種類 の 小枝 の こと 。 
サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (253) 。 








「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 祈願 を する 際 
選 圧 。 まず 自分 の こと の ら 始 め ま し た 。 | ツアー ェ タ ダー ツー ド の 令 承 
人 


「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 嬉し い 時 に は 、 そ の 顔 は まる で 
月 め の = 打 の よう に 輝い た も の で し た 。」 (アル ョ プペ パー リー デ と ムズ りみ の 
伝承 


「 彼 は 何ら か の 苦 将 に 直面 する と 、 こ う 言 っ た も の で し た : “永生 し 、 全 
て を 司る お 孝 。 私 は あな た の ご 慈悲 に お すがり し ます 。" 」 (アッ テテ ディ 
ルミ ズィー の 伝承 





「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は (クル アー ン を ) ゆっ くり と 読 
み 、 そ の 中 で 久 ス どー ング 

(を 促す 箇所 ) が あれ ば そう し 、 願 い 事 (を すべ き 人 箇所 ) が あれ ば そ 2 う 
し 、 ア ッ ラ ー の ご 加護 (を ぢ ち う べき 人 箇所 ) が あれ ば そう し た も の で し た 。 
」 (ムスリム の 伝承 














「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 家族 の 誰か が 病 に 置 さ れる と 、 
グ ク ルー ゲル ツァ ゲー ム / 

4 を 読ん で (両手 に ) 息 を 吹き か け (、 そ れ で も っ て 病人 を 撫で ) た も の 
で し た 。 |  ( ぶ ス リム の 伝承 ⑨ 





「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は アー が ・ レ シテ ブ ァ ムル ルル ( 断 
食 明 け の 祭り ) の 日 は 食事 を 済ま せ て か ら (集団 礼拝 の た め に ) 家 を 出 ま 
し た が 、 一 方 アー が ・ ア ルケ テア が ハー (犠牲 祭 ) の 日 は 食事 前 に (集団 
礼拝 の た め に ) 家 を 出 ま し た 。」 (アッ タテ ティ ルミ ズィー と アフマド の 伝 
承 ぐ 

















「 役 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 明日 の た め に 何 か を 蓄え て お く 
だ は し ま 攻 ん で し 活 。、 | (アデ アッー テ ィ ル ズィー の 伝 志 の 








「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 妻たち が 月 経 の 状態 に ある 時 、 
彼女 た ちの 衣服 の 上 か ら 接 触 し た も の で し た 。」 (アル = テ ブ ハー リー と ふ ム 
スリ ム の 伝承 


真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3984) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3371) 。 
サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3556) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2769) 。 文章 は ムスリム の も の 。 
良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ ニティ ルミ ズィー (3524) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ ニテ ティル ミズ イー (2796) 。 





訳者 注 : アッ ラー の 完全 無欠 性 、 全 て の 物事 か ら 超 越す る 崇高 さ を 讃え る こと 。 「 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ヲ ラー」 と いう 言葉 
に よる 唱 念 に 代表 され ます 。 
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真 1 





サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (772) 。 
訳者 注 : クル アー ン の 最後 の 3 章 の こと 。 
サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2192) 。 








E な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (542) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (447) 、 ム スナ 


ド ・ ア フ マ ド (23371) 。 文章 は アッ = ニティ ルミ ズィー の も の 。 
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78 





真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2362) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (1925) 。 
サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (303) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (294) 。 文章 は ムスリム の も の 。 


人 @ 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 月 曜日 と 木曜 日 の クス ( 斎 戒 
、 い わ ゆ る 断食 ) を 欠か し ませ ん で し た 。」 (アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー と ア 
ン テ ナ サー イー の 伝承 





@⑯ 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 靴 を 履い た り 、 髪 を 樺 で 械 か し 
た り 、 体 を 洗浄 する こと や その 他 全 て の こと に お いて 、 右 側 か ら 始 め る こ 
と を 好み まし た 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ) 

















@⑯ 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は あら ゆる 状況 に お いて 、 至 高 の 
アッ デー を 想念 じ て で いま し た 。 」 (ムリ ム の 伝承 




















カ ア ブ ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 
アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 旅行 に 出発 する 
時 は 殆ど いつ で も 、 木 曜日 に 出発 し まし た 。」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 
交 


@ 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は (旅行 中 の ) 乗り 物 用 の 家畜 の 
上 に ある 時 は 、 ( キ ブ ラ を 向く こと な く ) 進行 上 の 方 角 に 向かっ た まま ( 
任意 の ) テー (礼拝 ) を し た も の で し た 。 そ し て 義務 の ラー (礼拝) 
を する 時 に は (そこ か ら ) 降り 、 キ ブラ の 方 向 に 向かい まし た 。」 (アル 
テ ブ ハー リー の 伝承 ず ) 


@⑯ 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 妻たち に キス し た 後 、 少 が み ー 
まる の だ ぴな が く が クー (人 邊 振 ) し だ お の で し た 。 1 (ゲン すめ テイ テロ 
イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 %) 


@⑯ 「 役 (アデ ッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は ダク ス ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) 
の 状態 に ある 時 、 ( 奏 た ちと ) キス し た り 接 触 を も っ た り し まし た 
*。 そし て 彼 は あな た 方 の 内 で 、 最 も 自制 心 の 強い お 方 で し た 。」 (アル 
テー ブ プ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 %) 








@ 「 基 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は (旅路 か ら 帰 っ て 来 た 
ら ) 、 夜 遅く 不意 に 家族 の も と を 訪れ た り は し ませ ん で し た 。 彼 は 朝 か タ 
に (彼ら の も と に ) 帰っ た も の で す 。」 (アル テ ブ プ ハー リー と ムスリム の 
伝承 や ) 
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真正 な 伝 基 。 ス ナン ・ ア ッ ー テ ティ ルミ ズィー (745) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ ニ テニ ティル ミズ イー (595) 、 ス ナン 
・ ア ン テ ナ サー イー (2361) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (2224) 。 文章 は アッ テニ ティ ルミ ズィー の も 
の 。 

20 サ ヒ ー フ ・ ア デル テ ブ ハ ー リ ー Q①168) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (268) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

9 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (373) 。 

2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2949) 。 

3 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (400) 。 

4 訳者 注 : イス ラー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心 身 の 清 浄化 を 意図 し た 体 の 各部 位 の 洗浄 。 
85 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (170) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (164) 、 ス ナン ・ イ ブン 
・ マ ー ジ ャ (502) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (406) 。 文章 は アン ニナ サー イー の も の 。 

8 訳者 注 : 性 交 に まで は 至ら な い 範 囲 の も の で す 。 

7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1927) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1106) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

8 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1800)0 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1927) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 




















89 
90 
真 1 


「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平 安 あれ ) は 、 蜂 蜜 や お 菓 
子 が 好き で し た 。 そ し て アス ル (午後 遅く ) の 礼拝 が 終わ っ た 後 は 妻たち 
の も に 堆 き 、 妻 の 1 人 どり 2 人 きり に な っ た も の で す 。 | (アゲ ルー ダ ペ ベー テー リ 
ー と ムスリム の 伝承 め ) 




















「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 最も お 気 に 入 
り の 服 は 、 長 衣 で し た 。」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド と アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー 
の 伝承 『) 


「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 用 便 の 際 に は 、 (人 々 か ら ) 遠 
く 離 れ ま し た "。」 (アフ マ ド と アン ニナ サー イー の 伝承 


「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 決ま っ て 昼間 の 早い 内 に 、 旅 行 
か ら 帰 っ て 来 た も の で し た 。 そ し て 帰っ て き て 初め に 行く の は モズ ク で あ 
りく SG2 ダ ググ の グラ クー 作手 ) を し それ の 5 そく (6 庁 り まし た 。 
アウ ルキ ジー リー と 入る ル べ の 伝承 9 





「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 放 製 の 靴 を 履き 、 香 草 と サフ ラ 
ン で あご ひげ を 黄色 く 染 め て いま し た 。」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド と アン = テ 
ナ サ ー イ ー の 伝承 





「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は ダテ ラー (礼拝 ) を 簡潔 に 、 か つ 
完全 に 遂行 し て いま し た 。」 (ムスリム の 伝承 ) 








「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 太陽 が 昇る まで 、 フ ァ ジ ュ ル ( 
夜明け 前 の 礼拝 ) を し た 場所 に 留まっ て いた も の で し た 。 そ し て 太陽 が 昇 
っ て か ら 、 そ こ を 立っ た の で す 。」 (ムスリム の 伝承 め ) 


「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 中 背 で 肩幅 が 広く 、 耳 
た ぶ に まで 達する (長い ) 髪 で し た 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 
伝承 ") 




















「 ア ッ ラ テー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 髪 は 真っ 直ぐ 
で も 人 巻き 毛 で も な くそ の 中 間 で あり 、 (その ) 長 さ は 耳 と 肩 の 中 間 辺 り に 
まで 達し て いま し た 。」 (アル ニテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 9) 


サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4497) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (92) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 


E な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ = テ ティ ルミ ズ ィ イー (1762) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (1444) 、 ス ナ 





ジグ 


91 


92 


アブ ー・ ダ ー ウ ー ド (4025) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3396) 。 
訳者 注 : 屋外 に お いて の こと で 、 人 目 を 避け る た めで す 。 





真 1 


E な 伝承 。、 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (15746) 、 ス ナン ・ ア ン = テ ナ サ ー イ ー (16) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン テ ナ サー 


イー (16) 。 ア ッ テ ニス イル スイ ラ ト ・ ア ッ ニ テー サ ヒ ー ハ 、 (1159) 参照 。 


93 
94 
真 1 


サ ヒ ー フ ・ ア デル テ ブ ハー リー (3088) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (716) 。 文章 は ムスリム の も の 。 


E な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4210) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3547) 、 ス ナン ・ 





アン テ ナ サ ー イ ー (5244) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (4839) 。 
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サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (469) 。 
サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (670) 。 
サ ヒ ー フ ・ ア デア ル テ ブ ハー リー (3551) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2337) 。 文 
サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5905) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2338) 。 文 


雷電 


は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
は アル テ ブ ハー リー の も の 。 


@ 「 デ ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 右手 に 、 判 子 


代わ り の 指 輸 を し て いま し た 。」 (アン テ ナ サ ー イ ー の 伝承 


@⑯ 「 デ ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は グズ スン 


も (に (みた み 一 
AE も の で す S | (デッラ デイ ルズ スィ イー ジア デン デ ナ サ ルー イー の 伝承 


2 


@ 「 デ ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 1 スッ が 


2 RE 出 め 
0 ペン クン ルク し た も の で し た 。 | (アデ ーッ ダー ウー ド と アン ー ナ サー イー 
の 伝承 ゆ ) 


@ 「 デ ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 、 今 週 は 月 曜 





日 と 木曜 日 に 、 翌 週 は 月 曜日 に 、 と いっ た 形 で 、1 ヶ 月 に 3 日 間 の サウス ( 
斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) を し て いま し た 。」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド と アン テ 
ナ サ ザ サー イー の 令 承 "9 


「 役 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 夜 の 前 半 を 寝 て 過ごし 、 そ の 後 
半 を 起き て 過ごし た も の で す 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 


3 


「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) と 彼 の 家族 は 夕食 に あり つけ ず 、 
何 夜 も 連続 し て 空腹 の まま 夜 を 過ごし た も の で し た 。 そ し て 彼ら の パン と 
W 先 ば 。 大 旋 は 大志 の それ だ っ た の で す 。 | (アフ ラマ ド と アッ ティ ルミ 
ズィー の 伝承 ") 


「 役 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言っ た も の で し た : “実に 
私 の 心 は 意 慢 に 骨 わ れる 
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100 


101 





真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (5197) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン = テ ナ サ ー イ ー (4797) 。 
訳者 注 : 心身 の 清浄 化 を 意図 し た 全身 の 洗浄 。 








訳者 注 : イス ラー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心 身 の 清 浄化 を 意図 し た 体 の 各部 位 の 洗 汐 。 
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真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (107) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ イー (93) 、 ス ナン ・ 
アン = テ ナ サ ー イ ー (430) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン = テ ナ サ ー イ ー (246) 。 文章 は アン = ニナ サー イー の も の 。 
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104 





訳者 注 : ヘム ッ ド は 両手 一 杯 に 相当 する 量 を 指し 、1 サ ー ア の 4 分 の 1 に あたり ます 。 





訳者 注 : サー ア は マデ ィ ー ナ の 計量 単位 の 1 つ で 、 果 実 や 種子 ・ 穀 物 類 な ど に 用 いら れ ま す 。1 サ ー ア は 4 ムッ ド に 
相当 し ます 。 
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真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (92) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (83) 、 ス ナン ・ ア ン 
デ ナ サ ー イ ー (347) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (336) 。 文章 は アン ニナ サー イー の も の 。 
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真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2451) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2141) 、 ス ナン ・ 
アン テ ナ サ ー イ ー (2365) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (2273) 。 文章 は アン テ ナ サ ー イ ー の も の 。 


107 


108 


サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (1146) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (739) 。 文 章 は ムスリム の も の 。 





真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ = ニ ティ ルミ ズ イ ー (2360) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ = テ ティ ルミ ズ イ ー (1923) ム ス ナ 
ド ・ ア フ マ ド (2303) 。 文章 は アフ マ ド の も の 。 ア ル テ ア ルナ ウー ト は 真正 な 伝承 経路 で ある と 言っ た いま す 。 





9 そし て 私 は 1 日 100 回 アッ ラー に お 薇 し を 求め る の だ 。” 」 (ムスリム の 伝 
承り ) 


@ 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言っ た も の で し た : “どこ 
か の 民 の 貴 窒 が あな た 方 の も と を 訪れ た な ら 、 丁 重 に も て な す の だ 。”」 ( イ 
ブン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 " ゆ 


@ 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言っ た も の で し た : “アッ 
ラー よ 、 私 を 貸し き 者 と し て 生か し 、 貧 し き 者 と し て 死な せ て 下さ い 。 そ し て ( 
審判 の 日 ) 貧し き 者 た ちの 1 団 と 共に 、 私 を 召集 し て 下さ い 。” 」 (イブ ン ・ 
マー ジャ の 伝承 " ゆ 


@ 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言っ た も の で し た : “も し 
あな た 方 が 私 の 知る こと を 知っ た の な ら 、 余 り 笑 わ ず 、 よ く 泣 いた こと で あろ う 
ll デル ラテ ダ か パー ルー と ムズ リム の 信 承 9 


@ 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言っ た も の で し た : “悦楽 
の 破 震 者 ( 死 の こと ) を 多く 想念 せよ 。" 」 (アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー と アン 
ニーナ ザー イー の 念 承 9 


人 @ 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こ う 言 っ た も の で し た : “ ム ス 
リム は 、 会 えば 背 き 合う よう に し て 、 そ の 同胞 を 3 夜 以上 避け 続け る こと は 許さ 
れ な い 。 そ し て 彼ら の 内 、 先 に 挨拶 を 始め る 方 が より 優れ て いる の だ 。”」 ( 
アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 や ) 


@ 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言っ た も の で し た : “ 夏 推 
を し て は な ら な い 。 邪推 と は 最も 嘘 の 際立っ た 話 で ある か ら 。 そ し て 互い に 喫 ぎ 
回 っ た り 、 訟 索 し 合っ た り 、 汚 名 を 着せ 合っ た り 、 婦 み 合っ た り 、 憎 し み 合 っ た 
り 、 背 を 向け 合っ た り し て は な ら な い 。 ア デッラ ー の し も べべ と いう 同胞 と な る の だ 


22 


> 由 、Z72C ニ ハー リー とら の ベル ム の 信和 


@ 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言っ た も の で し た : “人 を 
呪う 者 た ちら は 審判 の 日 、 と りな し を する 者 に も な れ な けれ ば 、 証 人 に も な ら な い 
で あろ う 。” 」 (ムスリム の 伝承 "の 
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訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 非常 に 多く の ズ ィ ク ル や イ バ ー ダ (諸々 の 崇 
拝 行為 ) な ど を 自ら に 課 し 、 ま た そこ に お いて 常 日 頃 か ら 厳 し く 自 己 監視 し て いま し た 。 そ こ で それ ら を 不 注 意 な 
どか ら 怠 っ て し まっ た 場合 に は 、 そ れ を 自ら の 基準 に お いて 罪 と 見 な し まし た 。 

190 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (92) 。 

HH 良好 な 伝承 。、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3712) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2991) 。 

1 

良好 な 伝 承 。 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (4126) 、 サ ヒー ブフ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3328) 。 イ ル ワ ー ル ・ 
アル = テ ガリ ー ル (861) 、 ア ッ テ ニス イル スイ ラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハ 、 (308) 参照 。 

3 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (4621) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2359) 。 文章 は アル テニ ブ ハー リー の も の 。 

114 

良好 か つつ 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ ー テ ティ ルミ ズ イ ー (2307) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (1877 
) スナ ン ・ ア ン テ ナ サー イー (1824) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (1720) 。 

15 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6237) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2560) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

16 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6066) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2563) 。 文章 は アル ニテ ブ ハ ー リ ー の も の 。 

17 サビ ヒー フ ・ ム スリ ム (2598) 。 









































「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言っ た も の で し た : “人 々 
の 中 で も 最悪 の 者 は 、 あ る 者 た ちの 前 で は 他 の 者 た ちの 前 の それ と は 別 の 顔 を 見 
せる 、2 つ の 顔 を 持つ 者 で ある 。” 」 (アル テニ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 


0) 


「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言っ た も の で し た : “ ム ス 
リム 同士 は 兄弟 で ある 。 (彼ら は 互い に ) 不正 を 働く こと も な けれ ば 、 見 捨て る 
こと も な い 。 そ し て 同胞 の 必要 事 に 携わる 者 は 、 ア ッ ラ ー が その 者 の 必要 事 に 携 
わら れる で あろ う 。 そ し て ムスリム の 苦悩 を 1 つ 解 消し て や る 者 に は 、 ア ッ ラ ー 
が 審判 の 日 、 彼 の た め に 苦悩 の 1 つ を 解消 し て 下さ る だ ろう 。 ま た ムスリム (の 
俳 ) を 覆い 隠し て や る 者 に は 、 ア ッ ラ ー が 審判 の 日 、 彼 を か くま っ て 下さ る で あ 
ろう 。” 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 5) 


「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言っ た も の で し た : “互い 
に 憎しみ 合い 、 始 み 合い 、 背 合 の の で は な いり 。 デッラ フラー の し も べ で で ある 同胞 と 
な る の だ 。 そ し て ムスリム が その 同胞 を 3 日 以上 遠ざけ る こと は 、 許 され な い 。 
う 」 (アル テ ブ ハー リー と ム ス リ ム の 伝承 ②) 


「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こ う 言 っ た も の で し た : 不正 
か ら 身 を 遠ざけ よ 。 実 に 不正 と は 審判 の 日 の 開 と な る の で ある か ら 。 そ し て 矯 番 
か ら 身 を 遠ざけ よ 。 実に 音 誰 は あな た 方 以前 の 者 た ち を 殺人 へ と いざ な い 、 ま た 
禁じ られ た 物事 を 合法 化 さ せる こと で 、 彼 ら を 滅ぼし た の で ある か ら 。” 」 ( 
ム ス リ ム の 伝承 ) 


「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言っ た も の で し た : “(人 
を ) 過度 に 褒め 称え (それ で 見 返り を 求め ) る 者 た ち を 見 た ら 、 そ の 顔 に 
砂 を 投げ つけ る が よい 。” 」 (ムスリム の 伝承 ず ) 








「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言っ た も の で し た : “自画 
自 堆 する の で は な い 。 ア ッ ラ ー こ そ は あな た 方 より も よく 、 善 人 を ご 存 知 で あら 
れる 。”」 (ムスリム の 伝承 や ) 


「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言っ た も の で し た : “降り 
か か っ た 災厄 ゆえ に 、 死 を 望ん で は な ら な い 。 も し どう し て も 死 を 望ま な けれ ば 
らら が の 人 がら 。 こり 言 の の だ y リア デア ッ シー よ 、 私 に と ゥ ら て 生 が よい の で ある の 
な ら 、 私 を 生か し て 下さ い 。 そ し て 私 に と っ て 死 が よい の な ら 、 私 を 死な せ て 下 
さき | 「 | (アデ アルテ ジ パ ー リ リー スリ り リム の 伝承 そう 


「 役 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言っ た も の で し た : “同胞 
を 益 す る こと が 出来 る 者 は 、 そ うし な さい 。” 」 (ムスリム の 伝承 " ざ ) 





サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6058) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2526) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (2442) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2580) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6065) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2559) 。 文章 は アル レミ テ ブ ハー リー の も の 。 
サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2578) 。 

サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (3002) 。 

サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2142) 。 

サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6351) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2680) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2199) 。 





@⑯ 「 彼 (アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言っ た も の で し た : “アッ 
ラー と 最後 の 日 を 信仰 する 者 は 、 よ きこ と を 話す か 、 さ も な くば 黙っ て いる が よ 
い 。 そ し て アッ ラー と 最後 の 日 を 信仰 する 者 は 、 隣 人 を 害し て は な ら な い 。 ま た 
アッ ラー と 最後 の 日 を 信仰 する 者 は 、 客 を 歓待 する の だ 。” 」 (アル = ニブ ハー 
リー と ムスリム の 伝承 ) 


6 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6475) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (47) 。 文章 は アレ ニブ ハー リー の も の 。 


